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▼
学
ん
だ
知
識
や
そ
れ
を
活
用

す
る
力
が
十
分
に
身
に
つ
い
て

い
ま
す

　

算
数
で
は
全
国
平
均
よ
り
高

く
、
国
語
と
理
科
で
は
、
ほ
ぼ

同
率
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
平
均
よ
り
高
い
結
果
と

な
っ
た
も
の
は
、国
語
で
は
、「
漢

字
を
正
し
く
読
む（
１
０
０
㌫
）」

「
目
的
に
応
じ
、
中
心
と
な
る
語

や
文
を
捉
え
る
（
80
・
０
㌫
）」

な
ど
、
算
数
で
は
、「
繰
り
上
が

り
の
あ
る
加
法
（
１
０
０
㌫
）」

「
角
の
お
よ
そ
の
大
き
さ
を
捉
え

る
（
１
０
０
㌫
）」「
平
行
四
辺

形
を
構
成
す
る
辺
の
組
み
合
わ

せ
を
理
解
す
る
（
96
・
０
㌫
）」

な
ど
で
す
。
ま
た
、
理
科
で
は
、

「
調
べ
た
結
果
を
視
点
を
も
っ
て

考
察
し
て
分
析
す
る
（
92
・
０

㌫
）」「
打
ち
水
の
効
果
に
つ
い

て
、
グ
ラ
フ
を
基
に
考
察
し
て

分
析
す
る
（
92
・
０
㌫
）」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

低
い
結
果
に
な
っ
た
も
の
は
、

国
語
で
は
、「
新
聞
の
コ
ラ
ム
を

読
ん
で
表
現
の
工
夫
を
捉
え
る

（
０
・
０
㌫
）」「
目
的
や
意
図
に

応
じ
、
取
材
し
た
内
容
を
整
理

し
な
が
ら
記
事
を
書
く
（
12
・

０
㌫
）」
な
ど
、
算
数
で
は
、「
示

さ
れ
た
三
角
形
が
二
等
辺
三
角

形
に
な
る
根
拠
と
な
る
円
の
性

質
を
選
択
す
る（
32
・
０
㌫
）」「
比

較
量
と
割
合
か
ら
基
準
量
を
求

め
る
（
12
・
0
㌫
）」「
根
拠
と

な
る
図
形
の
性
質
を
記
述
す
る

（
16
・
０
㌫
）」な
ど
で
す
。
ま
た
、

理
科
で
は
、「
析
出
す
る
砂
糖
の

量
を
、
グ
ラ
フ
を
基
に
考
察
し

内
容
を
記
述
す
る
（
20
・
０
㌫
）」

「
試
行
し
た
結
果
を
基
に
自
分
の

考
え
を
改
善
す
る
（
40
・
０
㌫
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

全
体
的
に
と
ら
え
る
と
、
国

語
で
は
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

の
力
は
十
分
に
身
に
つ
い
て
い

る
反
面
、「
書
く
こ
と
」
に
課

題
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
算
数

で
は
、
す
べ
て
の
領
域
で
力
が

身
に
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

理
科
で
は
、「
生
命
・
地
球
」
の

領
域
は
理
解
で
き
て
い
ま
す
が
、

「
物
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
領
域

に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

▼
「
思
考
力
」「
判
断
力
」「
表

現
力
」
を
さ
ら
に
伸
ば
す
授
業

づ
く
り
を
進
め
ま
す

　

教
科
に
関
す
る
質
問
紙
調
査

か
ら
、
肯
定
的
な
回
答
の
割
合

が
高
い
項
目
と
し
て
は
、「
国

語
、
算
数
、
理
科
の
勉
強
は
好

き
」「
国
語
、
算
数
、
理
科
の

勉
強
は
大
切
だ
と
思
う
」「
勉

強
し
た
こ
と
は
将
来
役
に
立
つ

と
思
う
」「
説
明
や
わ
け
な
ど

を
最
後
ま
で
書
こ
う
と
努
力
し

た
」
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
逆
に
割
合
が
低
い
項
目
と

し
て
、「
段
落
や
話
し
の
ま
と

ま
り
ご
と
の
内
容
を
理
解
し
な

が
ら
読
ん
で
い
る
」「
公
式
や

き
ま
り
の
わ
け
を
理
解
し
よ
う

と
し
て
い
る
」「
自
分
の
考
え

を
ま
わ
り
の
人
に
説
明
し
た
り

発
表
し
た
り
し
て
い
る
」
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

各
教
科
の
問
題
形
式
別
の
正

答
率
を
見
て
も
、
選
択
式
の
も

の
は
各
教
科
と
も
全
国
平
均
並

み
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
上
で
あ

る
の
に
対
し
、
国
語
、
理
科
で

は
、
短
答
式
、
記
述
式
で
の
正

答
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
一
人
一

人
の
つ
ま
ず
き
や
学
級
、
学
校

と
し
て
の
課
題
を
分
析
し
、
す

べ
て
の
児
童
に
基
礎
的
基
本
的

な
内
容
を
確
実
に
習
得
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
さ
ら

に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
で
は

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

児
童
、
生
徒
へ
の
指
導
の
充
実
や
、
学
習
状
況
の
改
善
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、
全
国
の

小
学
6
年
生
と
中
学
3
年
生
を
対
象
に
、
『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
が
今
年
4
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
国
語
、
算
数
・
数
学
の
問
題
Ａ
（
知
識
に
関
す
る
問
題
）
と
問
題
Ｂ
（
活

用
に
関
す
る
問
題
）
の
調
査
に
加
え
、
今
年
度
は
3
年
ぶ
り
に
理
科
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
紙
調
査
（
生
活
習
慣
、
学
習
意
欲
・
環
境
な
ど
の
調
査
）
も
、
引
き
続
き
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
平
均
点

日
野
町
の
平
均
点

算数Ｂ 算数Ａ 国語Ｂ 国語Ａ理科

▲子どもたちの力を伸ばす授業を
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▼
数
学
、
理
科
の
基
礎
的
基
本

的
事
項
の
定
着
に
課
題
が
あ
り

ま
す

　

国
語
Ａ
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
、

全
国
平
均
正
答
率
よ
り
や
や
低

い
結
果
で
し
た
が
、
数
学
Ａ
、

Ｂ
お
よ
び
理
科
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
低
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

国
語
の
問
題
別
に
見
る
と
、

漢
字
の
読
み
は
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
反
面
、
漢

字
を
正
し
く
書
く
力
は
下
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
く
こ
と

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
並

み
で
す
が
、
文
章
構
成
や
推す

い
こ
う敲

す
る
力
の
定
着
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

正
答
率
が
高
い
問
題
は
、「
漢

字
を
正
し
く
読
む
（
１
０
０

㌫
）」「
語
句
（
気
象
）
の
意

味
を
理
解
し
、
適
切
に
使
う

（
１
０
０
㌫
）」「
伝
え
た
い
事

実
を
明
確
に
書
く
（
89
・
3
㌫
）」

「
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て
自
分

の
考
え
を
も
つ
（
89
・
３
㌫
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
正
答
率
が
低
い
も
の

は
、「
語
句
（
た
な
び
く
）
の

意
味
を
理
解
し
、
適
切
に
使
う

（
28
・
6
㌫
）」「
単
語
の
類
別

に
つ
い
て
理
解
す
る
（
35
・
7

㌫
）」「
根
拠
を
明
確
に
し
て
自

分
の
考
え
を
書
く
（
14
・
3
㌫
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

数
学
で
は
、
正
答
率
の
低
い

生
徒
の
割
合
が
30
㌫
程
度
あ

り
、
基
礎
的
基
本
的
事
項
の
定

着
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

正
答
率
が
高
い
問
題
は
、

「
比
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る

（
85
・
7
㌫
）」「
事
象
を
数
学

的
に
表
現
し
、
そ
の
意
味
を
理

解
す
る
（
71
・
4
㌫
）」「
事
象

を
数
学
的
に
表
現
し
、
そ
の
意

味
を
解
釈
す
る
（
71
・
4
㌫
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
低
い
も
の

は
、「
数
量
の
関
係
を
文
字
式

に
表
す
（
７
・
１
㌫
）」「
場
合

の
数
を
求
め
る
（
46
・
4
㌫
）」

「
結
果
を
数
学
的
な
表
現
を
用

い
て
説
明
す
る
（
７
・
１
㌫
）」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

理
科
で
は
、「
知
識
」
を
理

解
す
る
力
よ
り
も
「
活
用
」
す

る
力
の
方
が
、
よ
い
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
問
題
別
に
み

る
と
、
公
式
を
用
い
た
計
算
問

題
や
割
合
計
算
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　

正
答
率
が
高
い
問
題
は
、「
天

気
の
記
号
か
ら
風
力
を
読
み
取

る（
78
・
６
㌫
）」「
風
向
計
を
使
っ

て
風
向
を
観
測
す
る
（
60
・
７

㌫
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
低
い

も
の
は
、「
雲
の
成
因
を
正
し
く

説
明
す
る
（
10
・
7
㌫
）」「
オ
ー

ム
の
法
則
を
使
っ
て
、
抵
抗
の

値
を
求
め
る
（
28
・
6
㌫
）」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
結
果
（
小
学
校

6
年
時
）
と
比
較
す
る
と
、
国

語
で
は
、
全
国
平
均
と
の
差
に

ほ
と
ん
ど
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
数
学
（
算
数
）
と
理
科

で
は
、
若
干
差
が
開
い
て
い
ま

す
。

▼
授
業
改
善
や
個
に
応
じ
た
指

導
の
充
実
を
図
り
、
基
礎
的
基

本
的
事
項
の
定
着
を
図
り
ま
す

　

各
教
科
に
関
す
る
質
問
紙
調

査
か
ら
、
肯
定
的
な
回
答
の
割

合
が
高
い
項
目
と
し
て
は
、「
国

語
の
勉
強
は
大
切
だ
と
思
う
」

「
国
語
で
学
習
し
た
こ
と
は
将
来

役
に
立
つ
と
思
う
」「
理
科
の
勉

強
は
好
き
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
逆
に
割
合
が
低
い
項
目

と
し
て
、「
国
語
の
勉
強
は
好
き
」

「
自
分
の
考
え
を
話
し
た
り
書
い

た
り
し
て
い
る
」「
数
学
の
勉
強

は
好
き
」「
数
学
の
授
業
は
よ
く

分
か
る
」「
理
科
の
授
業
で
、
自

分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
発
表

し
た
り
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
国
語
で
は
、「
読
解

と
表
現
を
関
連
さ
せ
る
」「
文

章
や
資
料
を
活
用
し
て
、
思
考

し
、
ま
と
め
て
い
く
」「
ま
と

め
た
こ
と
を
発
表
し
、
感
想
や

意
見
を
述
べ
合
う
」
こ
と
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

数
学
で
は
、「
基
礎
・
基
本

を
定
着
さ
せ
る
」「
目
的
や
根

拠
を
明
ら
か
に
す
る
」「
数
学

的
考
察
と
具
体
的
事
象
と
の
関

連
を
図
る
」
こ
と
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
理
科
で
は
、「
ね
ら
い
に

即
し
た
評
価
問
題
を
設
定
す

る
」「
観
察
や
実
験
を
充
実
す

る
」「
観
察
・
実
験
し
た
こ
と

を
考
察
し
表
現
す
る
」
こ
と
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▼
「
他
者
を
思
い
や
る
心
」「
物

事
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
よ
う
と

す
る
意
識
」
が
育
っ
て
い
ま
す

　

質
問
紙
調
査
の
中
で
、
小
学

生
で
は
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ

て
い
る
」「
毎
日
、
同
じ
く
ら

い
の
時
刻
に
寝
た
り
起
き
た
り

し
て
い
る
」
な
ど
の
項
目
に
お

い
て
肯
定
的
な
回
答
が
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
一
方
で
、
中

学
生
で
は
そ
れ
ら
の
数
値
が
低

く
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
「
友
達
の
話
や
意
見
を
最
後

ま
で
聞
く
」「
人
の
気
持
ち
が

分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思

う
」「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と

だ
と
思
う
」
な
ど
の
項
目
に
お

い
て
は
、
肯
定
的
な
意
見
の
割

合
が
高
く
、
相
手
を
大
切
に
思

う
心
が
育
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、「
も
の
ご
と

を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
の
割

中
学
校
で
は

全
国
の
平
均
点

日
野
町
の
平
均
点

算数Ｂ 算数Ａ 国語Ｂ 国語Ａ理科

▲基本的な力を養う授業に取り組む

児
童
、
生
徒
の
状
況
は


